
(28. 10. 30～)

番号 事業所 項目 内容 備考(効果)

1 (株)Ｍ電機製作所
1 安全運転管理者による講話
2 社内安全衛生委員会においても
社内目標として交通安全を実施

1 安全運転管理者講習を基に全従業員へ交通事故等の
状況の講話を実施

2 安全衛生委員会のメンバーにより各部門への展開を図った。
従業員の交通安全への意識が高まった。

2 社会福祉法人Ｓ学園
1 警察署より講師を招く
2 ドライブレコーダの全車両設置(９月)

1 警察署交通課を招き交通安全講習、その際交通安全
教育車を利用

2 普段から安全運転につながるハード面の整備、
事故発生時の原因究明に役立てる。

シートベルト着用の重要性を再認識
今まで以上に安全運転に心がけるように
なった

3 Ｓ道路(株)
1 警察署から講師を招へい
2 自動車学校講師による安全運転講習

1 交通係長を招き交通事故防止の講話を受けた。
2 教習車を飲酒した状態で運転し、危険性を体感等

安全意識が高まった。
飲酒運転がいかに危険か体感できた

4 (社)Ｓ十字会
1 乗車前運転者が準備運動と
危険箇所のチェック(ストレッチ運動・
健康確認)

1 当日の体調確認と危険箇所のチェックと発表をしている。

5 Ｏ株式会社
1 警察署から講師に来ていただく
2 車両の点検

1 交通事故に関する講話をお願いした。
2 社内安全大会に先立ち会社所有車両の一斉点検を行った。

交通ルール等の確認が出来た等
整備不良等の発見、使用上の注意点の
確認

6 老健施設Ｙ 1 警察署へ講話依頼 交通課長を招き地域での交通事故の状況等説明を聞いた。
通い慣れた所の危険性を見せられ危険の
再認識が出来た。

7 社会福祉法人Ｉ支所
朝礼で安全運転管理者にて注意喚起を
行う。

朝礼時に１日の交通安全の注意喚起、交通安全運動の
周知等を行っている。

職員の安全意識が高まった。

8 (株)Ａ

1 警察署から講師を招へい
2 安全運転の回覧文書を作成
3 事故・違反の年間統計資料を作成し、
分析指導

1 交通課長を安全大会に招き、交通安全指導や事故状況の
講話をお願いした。

2 月初めに安全運転に関する情報を文書にまとめ、全社員に
回覧、安全指導

3 年間の事故や違反の内容を整理、原因・対策について社内
講習実施

毎年６月開催、社員の安全意識が
高まった。
社員の安全意識が高まった。

事業所における安全運転管理の状況(NO2) (主要な活動を記載)



9 Ｕ建設(株) 健康状態のチェック 朝礼時に運転者の健康状態と殘酒の有無を確認 職員の意識が高まった。

10 社会福祉法人Ｎ 警察署から講師を招へい
警察署交通課の署員を招き、交通安全のＤＶＤ上映と交通
安全講話等をお願いした。

職員の交通安全に対する意識が高まった。

11 Ｓ建設株式会社 関連文書等の回覧
○安全運転管理者講習時のテキスト等
○安全運転時のポスター・実施要綱等をその都度回覧

社員の交通安全の意識が高まった。

12 特別養護老人ホームＡ 各交通安全運動時
朝礼の際、安全運動に伴い再度交通安全に対しての
周知徹底、施設内にポスター掲示

職員の交通安全に対しての意識が向上
した。

13 Ｓ幼稚園 交通安全指導(交通安全協会派遣)

○幼稚園児対象
交通安全の話、紙芝居、ＤＶＤ、歩行者、運転者の気持ち等
考える。

○歩き方、交通ルールを守ることを知る。

職員も共に学ぶ機会となった。

14 Ｓガス(株)支店
1 車両の点検
2 ＫＹＴ
3 交通安全の講話

1 毎月１日に車両管理者による点検を実施、点検表を提出
2 毎月インターネット上の交通安全ＫＹＴを実施、意見を
集約し、報告書を提出。

3 毎年１回警察署交通課より講師を招き、地域の交通事故の
状況等講話をお願いしている。

15 株式会社Ｋ
1 警察署から講師を招へい
2 声出し運転の唱和
3 ヒヤリハット体験の周知

1 警察署の講師を招き、県内・地域での交通事故の状況の
講話を実施

2 毎日の朝礼時に声だし運転の唱和を全員で実施し、意識
向上に取り組んでいる。

3 車両運転時のヒヤリハット体験を各自記入し、意識向上に
取り組んでいる。



16
(株)Ｋ組及び
グループ会社、協力会社

1 安全大会に警察署から講師を招へい
2 交通安全推進委員会の開催
3 運転記録証明書の取得

1 警察署の交通課長を招き、県内の交通事故状況、
飲酒運転に向けた取り組み等の講話を依頼した。

2 当社の特別安全の日(２９日)安全衛生委員会、交通安全
推進委員会を開催し、交通安全推進に向けた取り組み、
交通事故状況を報告・検討している。

3 各社員の同意を得て、運転記録証明を所得し、違反内容、
傾向を分析して、社内に周知した。

1 グループ社員、協力業者の交通安全への
意識が高まった。

2 事故発生状況等を共有することで、安全
運転に対する意識の高揚につながって
いる。

3 社員の安全運転に対する取り組みの
参考になった。(違反が多い内容等)

17 医療法人Ｈ病院 交通安全対策について ２８年８月１００人の職員に飲酒運転防止の講話を実施 警察署からＤＶＤを借用し放映

18 Ｋ自動車学校

1 交通情勢の報告
2 飲酒運転防止対策
3 免許証の有効期限切れ、更新予定日の
確認、免許証不携帯運転の防止対策

4 通勤に使用する車両の保険の有効期限
調査

5 職員の交通事故及び違反確認と
ＳＤカードの携帯

1 月曜日の朝礼で安管者から交通情勢について報告及び
交通事故防止等の呼びかけ

2 全職員に対して出勤時にアルコーチェッカーでの飲酒検査を
行っている。

3 毎週月曜日の朝礼時に運転免許証の携帯及び有効期限の
確認を行っている等。

4 職員が所有する車両の保険(自賠責、任意)の有効期限の
調査(年１回)

5 職員の運転記録証明書を取得し違反の有無を把握。

1 報告を受け実施すべき安全運転行動を
知ることが出来る。

2 飲酒運転の根絶の意識付に役立てて
いる。

3 運転免許証携帯の習慣化、期限切れを
未然防止

4 車両の無車検・無保険の防止
5 ＳＤカードで安全運転の意識向上

19 Ｋ協会佐世保事業所 ドライブ・レコーダーの車載
社有車(四輪)全車に登載した。年に一度管理職による
ドライブ・レコーダーによる指導を実施

ながら運転をしなくなった。

20 (株)Ｋ商事
1 安全運転スローガン唱和
2 報告
3 社内にポスター掲示

1 「私たちは常に安全運転に心がけ、絶対に事故を起こさない
ことを誓います」のスローガンを毎月「０」の日等に安全運転
管理者がリーダーとなって唱和

2 交通事故を起こしたときは、事故報告書の提出、翌月の
朝礼にて事故報告を話す

3 交通安全運動
飲酒運転根絶
シートベルト着用等

1 交通安全に対する意識の向上
2 事故・違反の減少となっている。


